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広範囲の農場を想定した無線マイコンによる気象データの取得 
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あらまし  近年、農業就業人口の低下や高齢化により、これまでに培われた農家の経験則や熟練者の感覚が受け

継がれず失われている。また、新規農業参入者の農業技術の未熟さや営農技術の習得の難しさ、さらに、資金の確

保が問題となっている。農業は生産環境が広範囲であり、また気象要因が作物の生産量や品質に大きく影響するこ

とに着目し、本研究では広範囲の農場を対象に安価な気象データを観測・記録を行うことを目的とした農場に設置

しやすい無線通信を用いたシステムを提案する。 
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1. はじめに  

農林水産省のデータによると、農業就業人口は現在

168.1 万人となり、前年度の平成 30 年に比べて -7.2 万

人、一昨年に比べて -13.5 万人、平成 22 年の 260.6 万

人から比べると -92.5 万人となり、減少傾向にある。ま

た、農業就業人口の全体における 65 歳以上の割合は、

平成 22 年で 61.6％なのに対し、現在は 70.2％となり、

高齢化が進んでいる。生産者の高齢化による離農や死

去、後継者不足により、これまでに培われた農家の経

験則や熟練者の感覚が受け継がれず失われている。ま

た、新規就農者が熟練者からノウハウを教わる機会が

なく、独自での営農技術の習得の難しさから、新規就

農者の技術不足が問題となっている。  

農林水産省により実施された、新規就農者の就農実

態に関する調査アンケートにおける、新規参入者が参

入後 1～2 年目に経営面で困っていることとして 1 位

にあげた項目として最も多かったのが、『所得が少ない』

で 30.8％、次いで『技術の未熟さ』が 20.1％、3 番目

に多かったのが『設備投資金の不足』で 13.3％だった。

特に現状の果樹園農家は収穫期の作業量の多さに見合

った報酬を得ることが難しいため，若者からも嫌厭さ

れる傾向があることも問題である。果実栽培の多くは

農家の経験則に基づいて行われているため作物育成に

関するデータが多いとは言えない [1]。農業は生産現場

の気象的要素が生産量や生産品の品質に大きく影響す

る [2],[3]。  

そこで本研究では果実生産のための経験則やノウ

ハウを様々な気象情報を記録することで客観的に示す

ことが出来ると考え、農作物の気象情報を記録し客観

的に理解しやすい数値として記録するシステムの構築

を行うことにした。そのために Arduino などの低価格

で購入できるワンボードマイコンを用いて設備投資金

に対する負担を減らし、電源の確保の厳しい環境下で

も安定したデータ取得のために太陽光発電を使用した

方法を採用する。また、農園内に複数個所同じセンサ

を設置することによってより詳細な気象データの取得

や比較による効率のよい栽培が行えると考えられる。  

 

2. 気象データ取得システム  

2.1 システム構成 

本システムは大きく分けてサーバ送信用 (親機 )とセ

ンサデータ取得用 (子機 )という構成になっている。親

機は Arduino と 3GIM、3GIM SHIELD、Twelite Dip で

構成されている。Arduino と Twelite Dip 間はシリアル

通信で通信を行い、3GIM を介してインターネットに

接続されている。子機は Twelite Red PAL と環境センサ

ーパルで構成されている。Twelite Red PAL は環境セン

サーパルと接続することによって温度、湿度、照度を

観測することができる。親機 -子機間の Twelite の通信

は 2.4GHz 無線で通信を行っている。  

 

図  1 システム構成図  

 

2.2 システムの流れ 

 子機センサ側の環境センサーパルが取得したセンサ

データを Twelite Red PAL が指定した時間ごとに親機

へセンサデータの送信を行う。Twelite 同士の通信はあ

らかじめ決めておいた周波数チャンネルでデータを送

信する。親機側の Arduino が Twelite Dip を介してセン

サデータを取得する。 Arduino は取得したデータを

3GIM を介してデータログプログラムにアクセスする。



 

 

サーバ側のデータログプログラムにおいてセンサデー

タを CSV ファイルに追加書き込みを行う。  

実験環境では 30 分間隔でプログラムの実行を行う。  

3. 使用機器  

本システムの作成に使用した機器を以下に示す。  

3.1 サーバ送信用(親機) 

(1) Arduino Mega 2560  

本研究ではサーバへのデータ送信を行うために

使用する。シリアルポートを複数使えると開発が容

易であるため Arduino Mega 2560 を採用した。  

(2) 3GIM(3G IoT Module V2.2)  

TABrain 社から販売されている 3G 通信モジュー

ルである。消費電力が低いため、電源供給が天候に

左右されやすい太陽光発電を採用した本システムと

相性が良く Arduino との互換性も良いため採用した。 

(3)3GIM SHIELD  

 Arduino 上で 3GIM を使用するための拡張ボード

である。Arduino に 3GIM を搭載することが容易な

ため採用した。  

(4)Twelite Dip(Red) 

モノワイヤレス社から販売されている無線マイ

コンモジュールである。2.4GHz 無線を利用し相互通

信を行うことが出来る。通信距離が長く広範囲の農

場にも設置しやすいため採用した。  

 

3.2 センサデータ取得用(子機) 

(1)Twelite Red PAL 

モノワイヤレス社から販売されている無線マイ

コンモジュールである。2.4GHz 無線を利用し相互通

信を行うことができる。大きな特徴としてはコイン

型電池で年単位の稼動が可能な点が挙げられる。ま

た、Twelite Red PAL を用いることで同一センサの

複数設置や、後からセンサを増設することが容易で

ある。  

(2)環境センサーパル  

この装置は温湿度センサの SHTC3 (Sensirion 社)

と照度センサの LTR-308ALS(LITEON 社)を搭載して

いるため温度、湿度、照度を取得することが可能で

ある。Twelite Red PAL を接続することで取得した

データを親機へ送信する。  

4. 稼働実験  

実際に作成した気象データ取得システムを島根県

海士町のミカン農園に設置し、定期的にサーバへデー

タ送信されるかの検証を行った。  

4.1 機材の設置 

本システムは屋外に設置するため防水加工が必要

となる。子機は照度センサを有するので、データの測

定に影響が小さいと考えられるプラスチック製の半透

明のケースに入れ防水加工を施した。また、温度、湿

度も測るためケースに小さな通気口も作った。親機は

市販の屋外用ケースに入れ設置した。また、電源はソ

ーラーパネルとバッテリを使用し親機への電源供給を

行った。子機への電源供給はコイン型電池 (CR2032)を

用いて行った。  

 

4.2 取得データと実験結果 

Twelite Red PAL には 30 分間隔でデータを送信する

ように設定を行った。研究室サーバにてセンサデータ

の受信が確認された。しかし、設置から数日後にデー

タを受信しなくなった。研究室内で本システムの稼働

実験を行った際はデータの取得は問題なく行えた。考

えられる原因として、本システムは子機からのセンサ

データを親機が受信した際のみ通信を行うため、親機

と子機の通信がうまくいっていないことが考えられる。

また、草刈り機によって電源ケーブルを切断され親機

の動作が停止した例があるため、親機への電源供給が

途絶したことも考えられる。取得したデータについて、

図 2 に示す。取得したデータは左からセンサ番号 2 桁、

温度 (℃ )4 桁、湿度 (%)4 桁、照度 (lux)8 桁となってい

る。  

 

図  2 取得したセンサデータの一部  

 

5. 終わりに  

本研究では農業人口の減少に伴う農業に関するノ

ウハウや経験則の消失に対しての電子的保存や、設備

投資金が少ない新規就農者でも導入をしやすくするた

めに安価なワンボードマイコンによる気象データ取得

システムの構築を行った。子機は安価で増設も簡単で

あり、本システムの利点である。Twelite 同士の通信

ではアンテナや Twelite 自体の角度が非常に重要にな

ので設置時に注意が必要である。また、本システムは

農場への設置を想定しているため、農作業の際にトラ

ブルを起こさないよう対策を講じる必要がある。  
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